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市民等の意識調査実施計画（案）

1. 目的
「第 3期伊勢市環境基本計画」の中間見直しにあたり、市民・事業者・大学生の環境に対す

る意識や、環境保全の取組状況等を把握することを目的として、アンケート調査を実施する。

2. 調査項目と活用
調査項目は、環境の各分野についての満足度及び行政に対するニーズ、生活等における環境

行動認識度等を把握するための内容とし、既存の統計データにおける実数値だけではわからな

い市民実感を把握することで、計画見直しの際の参考とする。

3. 設問設定の考え方
【設問数・分量】

Ø 回答者の負担を考慮して 10 ページ程度とする。

【設問内容】

Ø 市民・事業者・大学生の環境に対する意識の変化を経年で比較するため、第 3期伊

勢市環境基本計画（現行計画）策定時の調査項目の踏襲を基本とした設問とする。

Ø 現行計画を策定して以降の環境を取り巻く動向の変化に対して理解促進を図るため、

新たな動向に関する認知度を把握する設問を盛り込む。

4. その他
l 市民アンケートについては、アンケート回収数を確保するため、広報紙や市公式 LINE を

通じてオンラインによるアンケート調査を実施する。なお、回収数が 500 件に満たない

場合は、無作為抽出による郵送でのアンケート調査を追加する。

l 事業者アンケート・大学生アンケートについては、アンケート調査票に二次元コードを

掲載し、オンラインによる回答も可能とする。

l アンケート調査結果は、集計のうえ、伊勢市のホームページ上で公開することとし、ア

ンケート調査票内で記載する。

l 新たな動向の変化を有効に周知・啓発するため、環境に関する伊勢市及び国際的なトピ

ックスをアンケート調査票内で紹介する。

資料５
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5. 調査概要
アンケート調査概要は下表のとおりです。

対 象 市民 事業者 大学生

母 集 団 市内在住の全市民
市内に本社･支店を置く

全事業所
皇學館大学の学生

サンプル数 － 1,000 300 程度

前回回収率 41.5％（415/1,000） 35.5％（355/1,000） 100％（324/324）

調査方法

オンラインアンケート

※広報紙掲載・LINE 配信によ

るオンライン回答

※回収数が 500 件に満たない

場合は郵送を追加

郵送による配布･回収

※通知文に二次元コードを掲

載しオンライン回答を併用

大学を通じて配布、回収

※通知文に二次元コードを掲

載しオンライン回答を併用

抽出方法

住民基本台帳から15歳以上の

市民を対象に、年齢、男女の

比率を考慮して無作為抽出

総務省統計局「経済センサス-

活動調査」から無作為抽出
―

調査項目

（ 案 ）

・環境を取り巻く動向の認知

度

・環境の現況に対する満足度

と重要度

・環境保全の取組状況、取り

組む上での必要事項

・市民活動の取組状況、課題

・市のめざす姿

・市が取り組むべき重点分

野・施策

・情報の入手方法・必要情報

・属性（性別,年齢,居住地区

など）

・環境を取り巻く動向の認知

度

・事業活動における環境保全

の取組状況、メリット、課

題

・「三重県地球温暖化対策推進

条例」の認知度、取組状況

・社会貢献活動としての環境

保全の取組状況、メリット、

課題

・市が取り組むべき重点施策

・属性（業種,従業員数,所在

地区など）

・環境を取り巻く動向の認知

度

・環境の現況に対する満足度

と重要度

・環境保全の取組状況、取り

組む上での必要事項

・市民活動の取組状況、課題

・市のめざす姿

・取り組むべき重点分野・施

策

・情報の入手方法・必要情報

・属性（性別,年齢,居住地区

など）

実施時期

（予定）

オンライン調査:令和 5年 9月

＜郵送の場合＞

郵送:令和 5年 10 月中旬

回答期限：令和 5年 11 月中旬

発送:令和 5年 9月上旬

回答期限：令和 5年 10 月上旬

発送:令和 5年 9 月上旬

回答期限：令和 5年 10 月上旬

送付資料
＜郵送の場合＞

・調査票（依頼文併記）

・調査票（依頼文併記） ・調査票（依頼文併記）


